
 

 

 

 

 

 

 

 

和束町の地域経済の現状分析レポート 

（2026年改訂版） 

  



1. はじめに（和束町の概況） 

 
図表 京都府および和束町の位置 （出典：Map-It）（筆者加工） 

 

和束町は京都府の南部に位置し、総面積の約75%を山林が占める自然豊かな町です。古く

から茶の栽培が盛んであり、高品質な「和束茶」は宇治茶の生産量の約40%を占めるなど、

地域経済の重要な柱となっています。美しい茶畑が広がる独特の景観から「茶源郷」と呼ば

れ、日本遺産にも登録されています。 

 
図表 石寺の茶畑 （出典：写真AC） 

 

しかしながら、町は現在、深刻な少子高齢化と人口減少という課題に直面しています。高

齢化率は非常に高く、令和7年（2025年）時点の予測等で約49.7%に達し、京都府内でもトッ

プクラスの高齢化地域となっています。地域コミュニティや伝統ある茶産業の衰退を防ぐた

め、人口維持と経済活性化が町政における最重要課題です。 



2. 人口と社会動向 

2-1. 人口推移と将来予測 

和束町の人口減少は、死亡数が出生数を上回る「自然減」と、転出者が転入者を上回る

「社会減」の双方が要因となって進行しています。 

図表 人口推移グラフ（実績値および推計値）（出典：RESAS） 

 

町の総人口は1985年の6,333人をピークに減少を続けており、2020年には3,478人となりま

した。国立社会保障・人口問題研究所の推計等に基づく予測によれば、2050年には1,306人

まで減少し、現在の約38%の規模にまで縮小すると見込まれています。 



2-2. 人口動態の課題（自然動態と社会動態） 

 

 

 
図表 自然動態・社会動態（出展：和束町第５次総合計画策定に係る地域概況調査報告書） 



出生数は年々減少し、死亡数が出生数を上回る「自然減」が続いています。また、合計特

殊出生率（1.17）は全国平均を下回っており、その背景の一つとして男性の未婚率の高さ

（73.3%）が指摘されています。社会動態においては、進学や就職を機とした15歳〜24歳の

若年層の転出超過が顕著です。一方で、0〜14歳の年少人口については、移住・定住支援制

度の効果もあり、転入超過（社会増）となる年度も見られます。 

 
図表 地域の所得循環構造図（出典：環境省 地域経済循環分析 2022年） 

 

2050年の人口ピラミッド予測では、65歳以上の老齢人口が総人口の約66%を占める一方、1

5歳未満の年少人口はわずか4%程度となる見通しであり、特段の施策がなければ人口減少が

さらに加速すると考えられます。 



3. 産業と経済（マクロおよびミクロの視点） 

3-1. 地域経済循環の現状（財政移転による所得流入と資金流出） 

 

 
図表 地域の所得循環構造図・夜間人口１人当たり所得 

（出典：環境省 地域経済循環分析 2022年） 



 

2022年のデータによれば、和束町内で企業等が生産・販売によって生み出した付加価値

（生産）は「91億円」です。しかし、地域住民に分配される所得はそれを大きく上回る「17

5億円」となっています。この差額の要因は、国や府からの「財政移転（補助金・交付税

等）」として79億円（GRPの86.6%に相当）が地域に流入しているためです。この多額の流入

により、和束町の夜間人口1人当たり所得は528.7万円と全国平均（448.5万円）を上回る水

準を維持しています。一方で、支出面を見ると消費（15億円）や投資（8億円）などが地域

外へ流出（経常収支で-61億円の赤字）しており、域内で得た資金をいかに町内で循環（再

投資・消費）させるかが課題であるとわかります。 

3-2. 産業構造と稼ぐ力（建設業と農業の存在感） 

 
 

図表 産業別生産額および付加価値額（出展：環境省 地域経済循環分析 2022年） 



 
図表 産業別雇用者所得（出展：環境省 地域経済循環分析 2022年） 

 
図表 産業別修正特化係数（出展：環境省 地域経済循環分析 2022年） 

2022年の産業別データを見ると、和束町で最も生産額（売上）および付加価値額が大きい

のは「建設業」（生産額41億円、付加価値19億円）です。次いで「公務」「農業」「食料品

（茶の加工等）」が続いています。雇用者所得（住民の生活を支える給与）においても「建

設業（15億円）」がトップであり、建設業が現在の和束町の生活と雇用を大きく支える基盤

産業であることがわかります。 

歴史・文化的な町の基盤は「農業（お茶）」ですが、現在の経済的な稼ぐ力において「建

設業」がトップに立っているのには、以下の２つの明確な要因があります。 

1. 大規模なインフラ整備による域内需要 

2025年2月犬打峠に開通した鷲峰山（じゅうぶざん）トンネル工事をはじめ、新名神

高速道路を結ぶバイパスの整備、役場隣接地の（仮称）総合保健福祉施設の整備な

ど、大型公共投資が集中しています。 

2. 域外需要を取り込む「外貨獲得力」 



建設業の「純移輸出額」は大きくプラスであり、町外での事業活動等を通じて域外

から所得を獲得する強い力を持っています。全国平均と比較した修正特化係数でも1

を上回り、和束町の「得意な産業」であることが裏付けられています。 

3. 雇用者所得（給与）への圧倒的な還元力 

 建設業が生み出した19億円の付加価値のうち、15億円が「雇用者所得（賃金・人件

費）」として住民等に分配されています。これは全産業の中で突出して高く、町民の

生活を経済的・雇用的に地域を支えている基盤業種であることがわかります。 

3-3. 直近の景気動向とミクロな課題 

 
図表 和束町 景気動向サマリーテキスト（出展：商工会景気動向調査 R7第1四半期） 

 

商工会による直近（2025年度第1四半期）の調査によれば、茶業や宿泊業、小売業で売上

増の傾向が見られる一方、観光飲食店業や製造業、建設建築業では横ばいまたは減少となっ

ています。多くの業種で原材料等の仕入単価上昇による採算悪化が懸念されており、「既存

商圏・顧客との関係強化」「PR活動」「人材確保」が共通の経営課題として浮き彫りになっ

ています。 



4. 環境・エネルギーとまちづくり 

4-1. エネルギー収支と再生可能エネルギーの可能性 

 
図表 エネルギー収支の分析（出展：環境省 地域経済循環分析 2022年） 

 
図表 部門別CO2排出量（出展：環境省 地域経済循環分析 2022年） 

和束町では、ガソリンや電気等のエネルギー代金として年間7億円（GRPの7.4%）が域外へ

流出しています。CO2排出量については、貨物自動車や家庭部門からの排出割合が高い状況

です。 



図表 再エネ種別の導入ポテンシャルグラフ（出展：環境省 地域経済循環分析 2022年） 

 

しかし特筆すべき点として、和束町には現在の年間エネルギー消費量（120TJ）の約13.68

倍に相当する「1,636TJ」もの再生可能エネルギー導入ポテンシャル（主に太陽光、陸上風

力）が存在します。これを活かした地域エネルギー事業の創出は、新たな資金循環と雇用を

生む可能性がうかがえます。 



4-2. 交流人口の拡大と定住促進への取り組み 

図

図表 滞在人口・通勤通学流動データ（出展：RESAS） 

 

平日昼間の和束町内の滞在人口のうち約85%は町民であり、多くが町内に留まっています

が、通勤・通学動向では近隣都市（木津川市など）への流出超過（約400人）となっていま

す。 



5. 地域活性化への取り組みと新たな雇用の創出 

図表 茶源郷まつりのようす①          図表 茶源郷まつりのようす② 

（出典：いいとこ和束 HP）           （出典：お茶の京都DMO HP） 

現状の課題に対し、和束町では「茶源郷」という独自ブランドを活かしたお茶の海外展開

や高付加価値化など、農村文化と健康・教育・観光を連動させた新たなビジネスモデルの創

出を積極的に進めています。具体的には以下のような取り組みが展開・計画されています。 

1. お茶の海外展開と高付加価値化:  

有機栽培の導入や茶葉の物語（ストーリー）を強調し、高級茶市場での存在感を高

め、事業拡大を図ります。 

2. 農観連携と交流人口の拡大:  

鷲峰山トンネル開通によるアクセス向上を見据え、茶畑景観を活かした観光振興や

都市農村交流を推進します。 

3. 働く場の創出と定住促進:  

図表 和束スマートワークオフィスのようす（出典：STRAIGHT PRESS HP） 

若年層やUIJターン希望者をターゲットに、空き家を活用した起業・創業支援、低

価格での店舗物件整備、および「和束スマートワークオフィス」の活用によるテレワ

ーク環境の提供を推進しています。 



 

和束町が持続可能な発展を遂げるためには、町民一人ひとりが茶産業の誇りを次世代に継

承しつつ、これらの施策を通じて「新たな人材」や「新たな産業」を地域に迎え入れる包容

力のあるまちづくりが鍵となります。 

 


